
1 福祉情報紙「多摩」

募金種別 赤い羽根 年末たすけあい

戸 別 募 金 11,904,566 8,364,251

街 頭 募 金 964,473 73,103

法 人 募 金 808,500 ー

校 内 募 金 432,245 ー

職 域 募 金 497,658 ー

そ の 他 募 金 141,904 121,000

イベント募金 18,730 ー

合　　  計 14,768,076 8,558,354

　共同募金は、都道府県ごとに行われています。災害の時などの例外を除き、集まった
募金は神奈川県内の福祉活動に活用され、寄付した皆さんの身近な地域で役立てられて
いる募金です。

　年末たすけあい募金は、集めた募金を全て多摩区内の地域福祉活動に活用します。
　平成 24 年度の募金の一部を活用して、障害をお持ちの世帯や高齢世帯等に民生委員児
童委員を通じて「年末慰問金」を 4,000 円配布しました。

※戸別募金　�地域の町会・自治会、民生委員などの地域の方のご協力により
各世帯からお寄せいただく募金です。

10 月１日～12 月 31日「赤い羽根」「年末たすけあい」
＊ご協力募金ご報告＊

23,326,430 円
平成 25 年 2 月 15 日現在

（単位：円）

じぶんの町を良くするしくみ
共同募金　ご協力ありがとうございます。

ご協力
  ありがとう

　 ございます。

　ボランティアの養成のため、車いす体験講座や学生向け
の体験ボランティア講座などの実施にも活用されています。

★つかいみち★

★つかいみち★

赤い羽根
共同募金

年末
たすけあい
募金

福祉教育セミナー 小地域版  《誰でもできる福祉のお手伝い》
ＫＦＪ多摩「はなみずき」を訪ねてみよう！！

　多摩区社会福祉協議会では、
共同募金を活用して、福祉につい
て知ってもらえるようなセミナー
を開催しています。

（年4回発行）
社協シンボルマーク
社協は社会福祉協議会の略称です

発　行／社会福祉法人
　　　　川崎市多摩区社会福祉協議会
　　　　川崎市多摩区登戸1763
　　　　ライフガーデン向ヶ丘2階
　　　　福祉パルたま内
　　　　地　域　課 ： TEL 935-5500
　　　　　　　　　　FAX 911-8119
　　　　あんしんセンター ： TEL 933-2411
　　　　　　　　　　FAX 911-8119
　　　　事　業　課 ： TEL 935-5916
　　　　　　　　　　FAX 935-4375
発行人／田嶋　郁雄　　編集人／斎木　浩

この広報紙は一部共同募金の
配分金で発行されています。

もくじ

共同募金・年末たすけあい募金
　2月15日現在報告・お礼
ボランティアグループ紹介
多摩区社会福祉大会の報告
多摩区ボランティアセンターより
登戸地域包括支援センターの紹介
多摩ふれあいまつりボランティア募集
寄付金品お礼
福祉パルたまのご案内

1
2
3
3
4
4
4
4



22013年（平成25年）3月１日 福祉情報紙「多摩」

手 

話
サ
ー
ク
ル

　
　「
多
摩
の
会
」

　

１
９
８
９
年
５
月

25
日
に
創
立
し
、
川

崎
市
多
摩
区
を
中
心

に
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
た
ち
と
共
に
楽
し

く
手
話
を
学
び
、
楽
し
く
交
流
し
、
手
話

を
通
じ
て
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
聞

こ
え
な
い
人
た
ち

へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
友

達
の
輪
が
広
が
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま

す
。

コ 

ス
モ
ス
の
会

　

コ
ス
モ
ス
の
会
は
、
川
崎
き
た
作
業
所

（
精
神
障
害
の
あ
る
方
の
地
域
活
動
の
場
）

で
、
昼
食
作
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
１
９
８
９
年
、
中
野
島
に
新
し
く
で

き
る
精
神
障
害
者
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
ま
せ
ん
か
と
、
麻
生
区
社
協
か
ら
の

声
か
け
に
よ
り
、
コ
ー
プ
か
な
が
わ
の
福

祉
た
す
け
あ
い
グ
ル
ー
プ
「
多
摩
・
麻
生

た
す
け
あ
い
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
コ
ス
モ
ス
の
会
が
で
き
ま
し
た
。
川
崎

き
た
作
業
所
の
引
越
し
を
２
回
も
経
験
し

た
代
表
の
加
藤
則
子
さ
ん
は
20
年
以
上
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
の
メ
ン
バ
ー
は
４
名
で
、
障

害
が
あ
っ
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
、

一
人
で
ご
飯

を
作
る
こ
と

が
で
き
る

よ
う
に
し
よ

う
！
と
い
う

目
的
で
昼
食

作
り
を
始
め

ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
は
事

前
に
作
業
所
メ
ン
バ
ー
が
食
べ
た
い
も
の

を
決
め
、
当
日
の
午
前
10
時
か
ら
買
い
出

し
・
調
理
担
当
な
ど
役
割
分
担
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
親
子
丼
と

も
や
し
の
サ
ラ
ダ
に
お
味
噌
汁
、
オ
レ
ン

ジ
ゼ
リ
ー
で
す
。「
親
子
丼
の
出
汁
は
こ

れ
で
い
い
の
？
味
見
し
て
～
」「
お
皿
は

い
く
つ
？
」「
お
味
噌
汁
配
っ
て
ね
～
」

な
ど
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
昼
食
作
り

が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
乳
を

飲
ん
で
い
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
多
か
っ

た
た
め
、
せ
め
て
こ
こ
に
来
た
時
だ
け
で

も
と
、
牛
乳
ゼ
リ
ー
を
手
作
り
し
始
め
ま

し
た
。
毎
回
牛
乳
で
は
飽
き
る
の
で
は
と
、

今
で
は
コ
ー
ヒ
ー
味
や
オ
レ
ン
ジ
味
も

作
っ
て
い
ま
す
。
残
さ
ず
に
食
べ
て
く
れ

た
時
「
お
い
し
か
っ
た
ヨ
！
」
と
、
お
世

辞
で
も
一
声
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、

次
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
、
と
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

多
摩
の
会
の

マ
ー
ク
は
、
創

立
以
来
か
ら
の

も
の
で
、
背
景

は
多
摩
区
の
形

が
描
か
れ
て
お

り
、
そ
の
前
で

”多
摩
“を
手

話
で
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
多
摩
の
会
を

通
し
て
、
聴
力
障
害
者
、
健
聴
者
が
心
か

ら
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
動
日
時

　

毎
週
木
曜
日
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

活
動
場
所

福
祉
パ
ル
た
ま
　
研
修
室

　

�

※
活
動
時
間
が
夜
な
の
で
、
お
仕
事

を
し
て
い
る
方
、
男
性
の
方
、
学
生

の
方
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
！

メ
ン
バ
ー
募
集
！！

　

�

多
摩
の
会
の
活
動
、
手
話
に
ご
興
味

を
お
持
ち
の
方
か
ら
の
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

〒
２
１
４–

０
０
１
４　

　

川
崎
市
多
摩
区
登
戸
１
７
６
３　

　
　
　

ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
向
ヶ
丘
２
階

●
電　

話
：
０
４
４–

９
３
５–

５
５
０
０

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
４–

９
１
１–

８
１
１
９

●
メ
ー
ル
：

　

webmaster@tamanokai.sakura.ne.jp

ボランティア
グループ

紹 介
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平
成
25
年
２
月
21
日
（
木
）、
社
会
福
祉

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
広
く
行
う
と
共
に
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
個

人
及
び
団
体
に
感
謝
を
表
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
多
摩
市
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
第
５
回
多
摩
区
社
会
福
祉
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
記
念
式
典
で
は
、
福
祉
活
動
者

及
び
福
祉
活
動
へ
の
支
援
者
に
田
嶋
郁
雄
会

長
か
ら
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。　

　

第
２
部
の
記
念
講
演
会
で
は
、
書
道
家
の

金
澤
泰
子
氏
と
金
澤
翔
子
氏
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
翔
子
氏
に
よ
る
書
の
実
演
「
席
上
揮

毫
」
の
披
露
、
泰
子
氏
に
「
ダ
ウ
ン
症
の
子

と
共
に
生
き
て
」
と
い
う
題
で
子
育
て
に
関

す
る
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

泰
子
氏
か
ら
は
「
娘
が
生
ま
れ
た
当
初
は

未
来
が
全
く
見
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
書
の
実
演
を
さ
れ
て
い

る
際
の
翔
子
氏
に
は
来
場
者
一
同
が
見
入
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
り
、
素
晴
ら
し

い
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

第
５
回
多
摩
区
社
会
福
祉
大
会

  
開
催
の
報
告

　
感
謝
状
受
賞
者
一
覧�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
井
上
輝
代
（
登
戸
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
森
田
修
之
（
菅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
木
原
淑
子
（
中
野
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
河
合
陽
子
（
稲
田
第
三
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
石
垣
正
吉
（
生
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
多
摩
区
聴
覚
障
害
者
協
会

・
手
話
サ
ー
ク
ル
多
摩
の
会

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
桜
舎
コ
ス
モ
ス
の
家

・
登
戸
新
町
地
区
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合

・
遠
藤
俊
一

・
神
奈
川
県
立
百
合
丘
高
等
学
校
生
徒
会

・
セ
レ
サ
川
崎
農
業
協
同
組
合

・
有
限
会
社
宝
幢
ハ
ウ
ジ
ン
グ

・
神
奈
川
土
建
一
般
労
働
組
合
川
崎
多
摩
支
部

・
ゆ
り
ス
ト
ア

・
田
村
賢
治
（
前
中
野
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

～ 

地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

～

〈入門講座〉
　10 月 24 日（水）から４日間にわたり、お話し相手（傾聴）
ボランティア入門講座が行われました。講座は、座学とロー
ルプレイを中心に行いました。最終日には傾聴ボランティ
アグループ“みみちゃんの会”に普段活動している様子や
活動していて大変だったことなどを話していただきました。

お話し相手（傾聴）ボランティア講座
〈施設体験〉

　入門講座受講生の中で
施設体験を希望した方
は、施設で傾聴ボラン
ティア体験を行いまし
た。事前説明会では緊張
していた方も、実際の活
動では楽しくお話しして
いた様子でした。

多摩区ボランティアセンターでは、この他にもさまざまな講座や相談会を開催しております！
是非ご興味のある方は、ご参加ください。

日　時

場　所

平成25年３月23日（土）13時30分～15時

福祉パルたま　研修室

はじめよう！ボランティアライフ！！ ～ たまぼらひろば ～

申込み 社会福祉法人川崎市多摩区社会福祉協議会
多摩区ボランティアセンター
電　話 ０４４－９３５－５５００
ＦＡＸ ０４４－９１１－８１１９

平成 24 年度

ご協力いただいた施設の方々、ありがとうございました。

ボランティア情報の提供やボランティアを始めてからの疑問などを相談する場として「たまぼらひろば」を開催いたします。
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登戸地域包括支援センター 第13回 多摩ふれあいまつり
ボランティア
　多摩ふれあいまつりは、「わ
たしとあなたとこの街と」を
テーマに、障がいのある方や
ボランティアの団体が、日ご
ろ、地域で行っている活動に
関する情報を発信し、「バリア
フリーの街づくり」に関する理
解と啓発を目指して開催しています。
　障がいのある方々の活動に関心のある方、ご一緒に
おまつりを盛り上げていきましょう。
　皆様のご参加をお待ちしております。

【募 集 内 容】
　 前日の会場設営、当日の会場整理・誘導、 

参加団体のお手伝い等
【日　　　 程】
　❶ 打ち合わせ：６月 ２日（日） １１：００～１２：００
　❷ 前日準備：６月１５日（土） １３：００～１７：００
　❸ 日　  時：６月１６日（日）    ８：３０～１７：００

【場　　　 所】　多摩区総合庁舎
【お問い合わせ先】　多摩区社会福祉協議会 地域課
　　　　　　　電話 ０４４－９３５－５５００

集募　登戸地域包括支援センターは、多摩区内７番目の地域包括支援セ
ンターとして平成 24 年 2月に開設しました。事務所は福祉パルたま
内にあります。高齢者の福祉・医療・介護全般の相談をお受けしてい
ますので、お気軽にご連絡ください。お電話でも事務所に直接お越し
いただいても結構です。

　地域包括支援センターは、高齢者とその家族に関する公的な相談
窓口です。多摩区内に７カ所のセンターが設置され、それぞれ担当地
域が決まっています。ご相談はお住まいの地域を管轄するセンターま
でご連絡ください。

多摩区内地域抱括支援センター一覧
名　　称 連　絡　先 担　当　地　域

長沢壮寿の里 多摩区長沢2－11－1
976－9004

東生田、枡形５～７丁目、東三田、
三田、長沢

多摩川の里 多摩区中野島6－13－5
935－5531

和泉、布田、中野島、
生田１～３丁目

太陽の園 多摩区栗谷2－16－6
959－1234 南生田、西生田、栗谷

菅の里 多摩区菅北浦3－10－20
946－5514

菅、菅野戸呂、菅稲田堤、
菅馬場１・２丁目、菅城下、菅北浦

しゅくがわら 多摩区宿河原6－20－19
930－5151

宿河原３～７丁目、堰、
長尾３～７丁目

よみうりランド
花ハウス

多摩区菅仙谷4－1－4
969－3116

菅馬場３・４丁目、寺尾台、菅仙谷、
枡形１～４丁目、生田４～８丁目

登戸 多摩区登戸1763
933－7055

登戸新町、登戸、宿河原１・２丁目、
長尾１・２丁目

福祉活動のために、研修室・ボランティアコーナーを
ご利用いただけます。
○各種福祉講座、講演会の開催
○福祉に関する相談、情報提供
○車いす・高齢者疑似体験セットの貸出し
○ボランティアに関する相談
○ホームヘルパーの派遣　　　等 

　多摩区社会福祉協議会のホームページでは、広報紙でお伝えしにく
いタイムリーな情報発信を心掛けています。
　まだまだ成長途中ですが、社会福祉協議会を身近に・気軽に感じ
てもらえるよう、みなさんと一緒に育てていきたいと考えています。
　情報提供のご協力をお願いすることもありますが、どうぞよろしくお
願いします。　

掲載情報も
募集中です！

ご連絡お待ち
しております。

掲載情報も
募集中です！

　多摩区社会福祉協議会では、ペットボトルキャップの回収にあたっ
て、各種団体の皆様にご協力をいただいております。皆様から寄せら
れたペットボトルキャップは、ＮＰＯ法人や民間企業を通じてリサイク
ルが行われ、そこで得た収益を財源として、ユニセフを通じ世界の発
展途上国の子ども達へワクチンが送られます。多摩新町福寿会（老人
クラブ）では、近隣の皆様のご協力を得、12/27に75,400個（45L袋
24袋分）のキャップを再資源化処理会社に届けることができました。
その他、車椅子との交換を目的に缶ジュース・缶ビ
ール等のプルトップ（口金）を107kg回収中です。
皆様のご協力ありがとうございました。
【協力団体一覧】
　◇川崎稲田ライオンズクラブ 　会長  濃沼健夫
　◇川崎多摩ライオンズクラブ 　会長  梅田初志
　　　所在地：多摩区登戸2238トルナーレ5　203号
　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL：044－933－6853
　◇多摩新町福寿会（老人クラブ） 　
　　　所在地：多摩区堰3－7－21　TEL：044－813－1439

皆様から頂戴した寄付金品は、多摩区内で活動するボランティ
ア団体や福祉施設への支援に活用させていただきました。
寄付者一覧（順不同・敬称略）
　　（平成24年 11月 1日～平成25年 1月 27日）

●寄付金（計４件／５３６,１９６円）
　　○第２１回福祉応援すげフリーマーケット実行委員会
　　○篠田広世
　　○生田地区町会連合会
　　○日本女子大学教職員組合
●寄付品（計2件）
　　○車椅子・老眼鏡
　　　第一生命保険株式会社町田支社・第一生命労働組合町田支部
　　○車椅子
　　　ゆりストア（百合ヶ丘産業株式会社）

ペットボトルキャップ回収のお知らせとご報告

福祉パルたまは、社会福祉協議会が川崎市から委託を
受け、管理・運営している施設です。

多摩区の地域福祉の増進にご協力いただき、
誠にありがとうございます。


